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報道関係者各位
プレスリリース
2013年6月19日
東日本大震災こども未来基金
第２次募集を決定[image: image1.jpg]   小学２年生と１年生を対象に

震災で親をなくした子どもたちに学資支援を支給している特定非営利活動法人 東日本大震災こども未来基金（略称「こども未来基金」、高成田享理事長）は、このほど第２回の通常総会を開き、これまで募集をしなかった小学１年生と２年生を対象に、学資支援希望者の募集をすることにしました。
これは、本年３月末での寄付金総額が約１億９０００万円となり、これまで支給をしてきた１３０人の児童・生徒への支給予定額の約１億４０００万円を上回ったためです。なお、総会で承認された本年３月末の第２回決算報告書では、これまで４３００万円の学資支援金を支給してきたため、寄付金による資産額は１億４７００万円となっています。（第２回決算報告書の「基金の部」参照
http://www.mirai-kikin.com/doc/h24kessan.pdf ）。
第２次募集は、本日から９月１４日までで、当法人の選定委員会（渡邉剛委員長）で審査したのち、支給者を決めます。支給者は、いまのところ２０人程度になる見込みで、９月分から支給する予定です。支給額は月２万円で、児童・生徒が高校を卒業するまで継続します。
こども未来基金は震災直後の２０１１年４月から募金活動を始め、同年６月に岩手、宮城、福島３県の各小学校、中学校、高校を通じて１３０人の応募を受けました。同年７月から支給を開始し、当初は３７人でしたが、同年１０月からは１０７人に、２０１２年１月からは１３０人全員に支給できるようになりました。２０１２年３月に１７人、２０１３年３月には１８人が高校を卒業したので、現在の支給している児童・生徒は９５人です。支給期間は当初、５年間としていましたが、現在は高校を卒後するまでとしています。
高成田享理事長の談話
国内外からの多くのみなさまの支援によって、現在支援している子どもたち「全員が高校を卒業するまで」という約束額を上回る資金を集めることができました。あらためてみなさまのご協力に感謝します。当法人の第２回通常総会で、第１回の募集を締め切ったあとで、就学した現在の小学２年生と１年生を対象に第２回の募集をすることが承認されました。支給者を決める９月中旬まで、これまで以上に募金活動に力を入れ、ひとりでも多くの子どもたちに学資支援金を支給できるように努力します。みなさまのさらなるご協力をよろしくお願いします。
本件についての問い合わせは、高成田享理事長までお願いします。
電話：０９０－５５８１－９７４６
メール：toru@takanarita.com
 info@mirai-kikin.com
募集要項及び募集用紙はここにあります。

http://www.mirai-kikin.com/doc/2jiboshu.pdf
〔プレスリリースに関するお問い合わせ〕
特定非営利活動法人　東日本大震災こども未来基金
〒980-0804　仙台市青葉区大町2-3-12-902 

電話：022-398-7129　e-mail: info@mirai-kikin.com  http://mirai-kikin.com

事務局長・阿部恭子　

理事長・高成田享（090-5581-9746)

